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（１）平成２９年度紀の川市水道事業会計予算の概要について 

 

①①①① 収益的収支収益的収支収益的収支収益的収支（（（（１１１１年間年間年間年間のののの事業活動事業活動事業活動事業活動におけるにおけるにおけるにおける収入収入収入収入・・・・支出支出支出支出））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆収益的収支：当初予算前年度比較表◆ 

 平成２９年度 平成２８年度 比較 

収 益 的 収 入 １２億９，４５９万円 １２億９，３８０万円 ７９万円 

収 益 的 支 出 １２億７，３５０万円 １２億９，０８４万円 △１，７３４万円 

水道料金…皆さんにお支払いただく水

道料金 

 

営業外収益…水道加入金、預金利息、

長期前受金戻入、一般会計繰入金 

 

その他…開栓手数料、受託工事収益 

原水及び浄水費…取水場や浄水場に係る

維持管理費 

 

配水及び給水費…配水池や配水管等の配

水・給水に係る維持管理費 

 

総係費…水道料金の算定や収納事務に係

る費用 

 

減価償却費…水道施設の種別ごとの法定

耐用年数に応じた費用 

 

営業外費用…建設改良の財源として借り

入れた企業債の利子償還金 

 

その他…受託工事費、予備費 
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②②②② 資本的収支資本的収支資本的収支資本的収支（（（（施設施設施設施設やややや設備設備設備設備におけるにおけるにおけるにおける投資的投資的投資的投資的なななな収入収入収入収入・・・・支出支出支出支出））））    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆資本的収支：当初予算前年度比較表◆ 

 平成２９年度 平成２８年度 比較 

資 本 的 収 入 ２，７３５万円 ２億７，６９６万円 △２億４，９６１万円 

資 本 的 支 出 ５億７，６２６万円 ８億２，３４７万円 △２億４，７２１万円 

【概要】 

本年度は、収益的収支においては、収益面では依然と人口減少による給水収益等の減少 

が見込まれており、また費用面では施設の老朽化に伴う修繕費が大きいため、経営面は予 

算上においても大変厳しい状況となっています。 

一方、資本的収支においては、本年度は大規模な施設投資がなく、前年度より予算規模 

が大幅に縮小しています。ただし、施設老朽化に伴う建設改良は本年度も継続事業として 

予算化し、安定給水に努めます。また財源は企業債の発行を抑制し、本年度は自己財源

（内部留保金）で対応することで財政の健全化を図る予算措置となっています。 

工事負担金…施設整備に係る県か

らの負担金 

 

一般会計出資金…旧簡易水道事業

債に対する一般会計からの出資金 

建設改良費…水道施設の新設や施

設更新等に係る設備投資費用 

 

企業債償還金…建設改良の財源と

して借り入れた企業債の元金償還

金 

 

その他…予備費等 
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（２）平成２９年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算の概要について 

 

①①①① 歳入歳入歳入歳入    

    

 

 

【概要】 

    本年度は、平成２４年度から、補助事業及び辺地対策事業として実施してきました鞆渕・

細野地域への給水事業（水道未普及地域解消事業）が終了したことにより国庫補助金及び起

債額が前年度に対して大幅に減額となっています。  

                                    （単位：万円） 

 

平成２９年度 平成２８年度 

増減額 増減率 

予算額 構成比 予算額 構成比 

水 道 料 金 4,447 15％ 4,035 4％ 412 10％ 

加 入 金 1,696 6％ 26 0％ 1,670 6,423％ 

繰 入 金 10,513 34％ 6,820 8％ 3,693 54％ 

起 債 10,820 35％ 54,710 61％ △43,890 △80％ 

そ の 他 3,124 10％ 24,809 27％ △21,685 △87％ 

合 計 30,600 100％ 90,400 100％ △59,800 △66％ 

 

 

 

 

 

水道料金…皆さんにお支払いただ

く水道料金 

 

加入金…水道を新設するときにい

ただく料金 

 

繰入金…一般会計繰入金、基金繰

入金 

 

起債…建設改良事業に係る借入金 

 

その他…消費税、予備費等 
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②②②② 歳出歳出歳出歳出    

    

 

 

【概要】 

     本年度は、平成２４年度から、補助事業及び辺地対策事業として実施してきました鞆渕・

細野地域への給水事業（水道未普及地域解消事業）が終了したことにより工事請負費が前年

度に対して大幅に減額となっています。 

                                    （単位：万円） 

 

平成２９年度 平成２８年度 

増減額 増減率 

予算額 構成比 予算額 構成比 

人 件 費 1,398 5％ 1,646 2％ △248 △15％ 

一 般 管 理 事 業 費 1,210 4％ 1,014 1％ 196 19％ 

簡易水道施設管理運営

事 業 費 

16,680 54％ 12,540 14％ 4,140 33％ 

公 債 費 10,821 35％ 8,561 9％ 2,260 26％ 

そ の 他 491 2％ 66,639 74％ △66,148 △99％ 

合 計 30,600 100％ 90,400 100％ △59,800 △66％ 

 

 

 

 

人件費…簡易水道事業に携わる人

件費 

 

一般管理事業費…簡易水道事業を

運営する上で必要な料金賦課、収

納をはじめとした内部管理事業 

 

簡易水道施設管理運営事業費…簡

易水道事業を維持運営する上で必

要な動力費、修繕費、改良工事を

はじめとした施設管理事業 

 

公債費…建設改良の財源として借

り入れた企業債の元利償還金 

 

その他…予備費等 
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（３）紀の川市水道事業の分析と課題について 

 

①①①①    水需要水需要水需要水需要のののの将来予測将来予測将来予測将来予測についてについてについてについて    

    

水道事業の水需要は、給水人口の減少、節水意識の高まりや産業構造の変化による節水

型社会の浸透により、減少傾向にあります。 

本市においても、河北水道事業と河南水道事業の合計で、平成２７年度に１７，２５１

㎥／日であった本市の一日平均有収水量は、平成３０年度に簡易水道事業等を統合しても、

平成３７年度では１６，７１０㎥／日にまで減少すると想定しています。 

 

○ 給水人口 

 

○ 有収水量 
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②②②②    経営指標経営指標経営指標経営指標によるによるによるによる課題課題課題課題のののの抽出抽出抽出抽出についてについてについてについて    

 

経常収支比率（％） 算出式：経常収益／経常費用×１００ 

【指標の意味】 

    給水収益や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度

賄えているかを表す指標です。経常収益の経常費用に対する割合を示し、この値は１００％

以上であることが望ましい。 

 

流動比率（％） 算出式：流動資産／流動負債×１００ 

 

【指標の意味】 

     短期的な債務に対する支払能力を表す指標です。 

  １年以内に支払うべき債務に対して支払うことができる現金等がある状況を示す１００％以

上であることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率は、給水収

益の減少により年々減少

傾向にあります。また類

似団体と比べても低い水

準となっています。 

類似団体の平均値を上回

り、現段階における当市

水道事業運営資金は確保

できていると思われま

す。 
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企業債残高対給水収益比率（％） 算出式：企業債現在高合計／給水収益×１００ 

 

【指標の意味】 

  給水収益に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。明確な数値

基準はありませんが、一般的には、３００％未満であることが望ましい。 

 

給水原価（円） 算出式：｛経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費）

－長期前受金｝／年間総有収水量 

【指標の意味】 

有収水量１㎥あたりについて、どれだけの費用がかかっているかを表す指標です。明確な数

値基準がありませんので、経年比較や類似団体との比較等により状況を把握します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業債残高は、類似団体

と比べ、非常に高く今後

投資額の抑制が必要で

す。 

類似団体と比較して経費

を低く抑えている状況で

あるが、今後施設の老朽

化に伴う維持管理費の増

加により給水原価の増加

が予想されます。 
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料金回収率（％） 算出式：供給単価／給水原価×１００ 

【指標の意味】 

給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表した指標です。料金回収率が１０

０％を下回っている場合、給水に係る費用が料金収入以外の収入で賄われていることを意味し

ます。 

 

注）上記の経営指標については、すべて平成２７年度の決算統計数値を用いて算出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類似団体と比較して低く、

今後水需要の減少に伴い指

標値の低下が予想されるた

め適正料金の算定が必要で

す。 
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③③③③    資産資産資産資産（（（（水道施設水道施設水道施設水道施設とととと水道管水道管水道管水道管））））のののの課題課題課題課題についてについてについてについて    

 

 本市の水道事業は、これまで取水施設・浄水施設・ポンプ所・配水池等の多くの施設（設

備を含む。）や水道管の整備を進め、安定的に水道水を供給してきました。 

 これらの施設や水道管が、耐用年数を迎え老朽化しています。 

 将来にわたり水道水を安定的に供給するためには、老朽化した施設や水道管の更新を計画

的かつ効率的に進めていく必要があります。 

 併せて、ライフラインである水道水の安定的な供給を確保するため、地震に備えた水道施

設の整備が求められています。 

 現状で所有している施設や水道管の更新費用を試算した結果、今後５０年間にわたる更新

費用は、約１，２５０億円（施設：約３８０億円、水道管：約８７０億円）と推定されてい

ます。 

 

 

図１）施設や水道管の整備時期と投資額 
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11 

 

◆施設（設備）の状況 

事業名 土木 建築 機械 電気 計装 計 

水道事業（貴志川地区） １７ ６ ５９ ８１ ４６ ２０９ 

水道事業（桃山地区） ２０ １４ ７２ １０６ ５６ ２６８ 

水道事業（打田地区） ２５ １０ ７０ ７３ ６４ ２４２ 

水道事業（粉河地区） １７ ６ ７４ ４４ ５６ １９７ 

水道事業（那賀地区） １４ １２ ８２ ７８ ５７ ２４３ 

簡易水道事業 ２２ ８ １０７ ９１ ６６ ２９４ 

その他 ６ ４ ３０ ２７ ２１ 
８８ 

合  計 １２１ ６０ ４９４ ５００ ３６６ 
１，５４１ 

 施設（設備）の数量は、紀の川市全体で１，５４１箇所となり、経年状況は次の図２のとおりです。  

 

図２）施設・設備健全度状況 

＊紀の川市の値は平成２７年度、その他は平成２６年度 

耐震に係る指標、老朽化に係る指標及び効率に係る指標の多くが全国平均値を下回る結果となっ

ています。 

耐震に係る指標 河北 河南 全国平均 県平均 

浄水施設の耐震化率（％） ７．０ ０．０ ２３．４ １０．１ 

配水池施設の耐震化率（％） ３５．４ ４６．４ ４６．３ ３８．８ 

ポンプ所の耐震化率（％） １７．６ ５．０ ３５．０ ３．３ 

老朽化に係る指標 河北 河南 全国平均 県平均 

経年化設備率（％） ４１．４ ６２．２ ４２．８ ４０．３ 

効率に係る指標 河北 河南 全国平均 県平均 

施設利用率（％） ４０．１ ４６．６ ５９．０ ５５．８ 

・機械設備の約50％は経年資産（内20％弱は老朽資産）

・電気設備の約40％は経年資産（内20％強は老朽資産）

・計装設備の約70％は経年資産（内50％弱は老朽資産）
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◆水道管の状況 

年度 延長（ｍ） 割 合 

昭和３６年～昭和４５年 ２０，８１８ ３％ 

昭和４６年～昭和５５年 １８７，８１７ ２７％ 

昭和５６年～平成２年 １０６，９１８ １５％ 

平成３年～平成１２年 ２８８，５４４ ４１％ 

平成１３年～平成２２年 ６９，１２０ １０％ 

平成２３年～ ２８，４０７ ４％ 

合  計 ７０１，６２４ - 

 

図３）水道管の整備時期と管路延長距離 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
（ｍ）

 上水道と簡易水道を併せた管路延長は約７００ｋｍとなります。また、上記のとおり整備時期

に偏りがあります。 

 

耐震に係る指標 河北 河南 全国平均 県平均 

管路の耐震化率（％） ２．３ ２．２ １３．５ １５．８ 

基幹管路の耐震適合率（％） １８．７ １７．４ ３４．０ ２２．６ 

老朽化に係る指標 河北 河南 全国平均 県平均 

経年化管路率（％） １７．３ ２．８ １２．１ １２．６ 

＊紀の川市の値は平成２７年度、その他は平成２６年度 

 耐震に係る指標、老朽化に係る指標の多くが全国平均値を下回る結果となっており、整備時期

の偏りから今後、飛躍的に老朽管が上昇する見込みです。 
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④④④④    課題課題課題課題のまとめのまとめのまとめのまとめ    

 

・水需要は人口の減少等に伴い、減少傾向となるため、将来の料金収入は減少します。 

・経営面では、水需要が減少傾向であり、今後の経営状況の悪化は必然です。また、企業債残高

が高い傾向にあることも課題です。 

・施設・設備については、耐震・老朽化に課題があります。 

・管路については、耐震に課題があり、老朽化については今後、飛躍的に法定耐用年数を超過す

る管路が増加する見通しとなっています。 

 

 

 

 

 

 

                持続可能持続可能持続可能持続可能なななな水道事業水道事業水道事業水道事業をををを確保確保確保確保していくしていくしていくしていくためにためにためにために    

・適切な施設の更新計画 

・健全な財政運営（投資計画と財源計画） 

・施設の適切な維持管理と効率化   

・適正な水道料金 

・技術の継承及び人材育成 

 

 

（４）今後のスケジュールについて 

 

項  目 

平成２９年度 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

第３回審議会 

  

    

 

       

第４回審議会 

 

 

  

  

          

第５回審議会       

 

 

    

  

  

 


